

























mt での遊歩道はチッブが敷き玷 
められていて歩きやすく、子ども 
連れにも安心。麾までのコ"-ス以 
外にもたくさんのハイキングコ~ 
スが設定されている a 



南秋川の最上流三頭沢に南秋川 fi 大の三頭大滝がある。山道を汗することなしに 
「東京都都民の森」の遊歩道を利用すると、20分ほどの散策で落差35メートルの 
滝が出迎えてくれる◊淹の対岸には淹を望むためだけのつり橋がかかり、ブナの 
原生林に囲まれて流れ落ちる優雅な全容を見渡すことができる。都民の森の才— 
ブンによつて、誰もが気軽に訪れることができるよぅになつた淹である ◊ 



來京の滝 


-⑨ 


檜原村. 三頭大滝 























黙々と壁をぬる男一竹内洋介さん。ふだんは手打ち蕎麦『無庵』（曙 mi) のご主人だが 
週未ともなると、いそいそと小淵沢(山梨県)まで出掛けて、 

なんと一軒の家を建築中なのである。 

で、今はちょうど壁をぬる作業のまっ最中という次第。 

設計からはじまって出来るところは全部自分でこなして 

行こうという壮大な Do it your self ! ^ 

ここに竹内さんは少年の頃から見つづけて来た 
「ユ-トピア」を築こうというのである。 
m けて"、ケ am 楽部 c り、义成すんのかなぁ? 
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冃刊 え<てびあん•立川と語ろラ • 立 JIK こ生きよ〇 


通赛147卷 


トボス HJIIJS 
» 町 2-18-18 »25-0331 


才 U オン書房 

» 町 2-2-25 »23-3311 

印章の宝 

山堂 

播町 2-4 

025-0111 

アルピヨン 

獅 2-4-28 

«25-3824 

機子 0* XHU - 

■フ□—ゲ 

两即 2-4-28 

027-4138 

7 V 料フエ •！？ トフ CUT 

播町 2-4-30 

026-1818 

クリム 
霧印 2-4-30 

卜 

»26-3030 

第一勘業銀行立 JII 支店 

曙町2+30 

©22-5151 

シエ•夕 

スケ 

■町 2-5-14 

»27-5959 

さくら銀行立 JII 支店 

町2+11 

022-2151 


サヴイニ 


瞄咖+10 025-1662 


遠くから聞こえてくる祭囉子は、どこか懷 
かしい。笛や太鼓の音に胸をふくらませた思 
い出は、誰しもが持っているのではないだろ 
うか。お祭りの“名脇役”であるお嘰子。 

今年行われた“東京都祭嘰子コンクール” 

で、見事優勝をはたした「立川錦嗛子連」。そ 
の勇姿は夏の瞰訪祭りでも見ることができた。 
立川を代表するお雠子のグループが語る“お 
離子のダイゴミ”とは一〇 


一一 费え<てびあんエツセイ參 Nq 44 



大通りの喧 S を離れて足を踏み入れた柴崎町の t ある路地 3 
車が人れない細い路地を進むと共 W の洗い場跡がある B 何粁 
かで利用されたと恐われる水 j 鼓と洗い埸は既に朽ち果ててい 
るものの、衣通りの怒懾された街並みとのコントラストが昔 
の生活の句いを強く SC させる。この細い路地、今も生活道 
路であり統けているが、時が過ぎて家が逑て代わればこの名 
残も消され，そこには立派な道路ができて I まうのである。 

WATCHING 


紀ノ国屋立 jii 店 
^ 葉町 1-13-2 _ 036-1604 

P ツソ石油茲筇 3 ン 

若葉町 2-1 035-3081 


大晋商 

W 町卜 23-9 


事 

025-3110 


オリオン塞房ルミネ mil ® 
W ^ J 2 -H 027-2311 

礓町 2 -M 027-6917 

盥京赤十^*セン 9 - 訓出》 

I J »町2-1づ 027-1140 

朝日カル升ーセンタ-韻 

播町 2-1-1 _ 027-6511 

ロッテリア立 JII ルミネ店 
•町 2-1-1 _»24-7433 

ォル: H い W グーシー 八ウス 
，町 2-3-7 _»25-2588 

立川リージェントホテル 

晒町 2-11-7 _«22-1133 

喫茶アバン 

»印2-17-15 »27-4479 


びあ 


人がゐて、街があります。 

♦’ あなたがゐて、立川があります。 

/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

T リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



和光証券立 JN 支店 


|« WD 382 

»24-1321 

|東京都民銀行 2 JM 支店 

I ^ W 9 J 3-9-21 

022-7107 

美容室 ！ J 

ラ 

若脚 1-11-1 

036-3048 

| みふじサイクル 

|若菜町 1-12-4 

036-7166 


ホワイト八ウスフロム中武 
曝町 2-11-2 — 025-8558 

ケンタ':4-かドチキン立川油 
» 町 2-12-16 »28-2636 

伊勢丹立 JH 店受付 
W 町 2-12-2 _ 02 S -1111 

三菱銀行立 JII 支店 
W 町 M 3-3 024-4121 


中島豆腐店 

羽衣町 M 2-34 022-5723 


むぎばたけ 

辑町 2-1-1 ©26-0210 

和風レストラン蕭屋 
羽衣町 2-27-14 026-3698 

探 

池田屋商店 

期!町 2-1-10 »22-3731 

珈琲屋らうむ 
羽衣印 2-27-9 «26-3643 

rnr 

寿屋酒店 

• B 2 十13 »22-3625 

立川商店 

羽衣町 2-30 的-3565 

町 

三田花店 

鏟町 2-5-23 »24-4187 

泰明堂 

羽衣町 2-31-1 022-3353 


TAPAS 

鎳町 2-2-29 1 K 9-0733 

文具のないとラ 
羽衣町»22-3677 

幸 

ロッテリア立砂川皤店 

幸町 4-38 »37-4413 

洋渠子サロンケーキスタシ撕 

町 

たちばな 

羽衣町 2-6-1 »27-6808 


章町 5-2-16 037-0347 

おそのい時計店 

贿《2-32-2 «22-5211 


自然食ばれあな 

高松町 2-1-23 »24-4560 

多摩中央 S 用金庫 5 W 2 E 
米町 2-66-1 036-9711 


多摩画材 

* Wft « J 2-1-25 022-6031 

手打ちそば仁；更 
栄町 5-12-1 »37-0991 

高 

洋菓子マリアン 

WMI 2 普22 «24-3912 

相模壓酒店 

栄明5普8 «36-2476 

松 

山梨中央銀行立 III 支店 
高松町 M 6-13 026-1571 

森田接骨院 

栄町 6-6-25 «35-€240 

町 

新藤青果店 

高娜 2-3-13 022-6443 

Coffee Shop 遊香 
錦町 1-4-24 027-3840 


丸助青果店 

高松町 2-4-18 022-3542 



和菓子奶ゆ5 $ 

» 町 1-8-5 U 25-0780 


肉の専門店伊勢屋 

禹松町 2-6-20 «24-2734 


ぼわいとはうす 

p 綺町 2-9-28 _»24-1610 

ビジネスホテルクボタ 

，《町 2 - 12-23 _ » 22-1122 

[ I 、なげや 立川 南口店 

|^«© 2 - 12-24 026 - 2 W 7 

降 司 由 

町 2-2-8 _ «22-3733 

h 輪 館 

> 崎町 2-12-17 »22-8100 

関田酒店 

町 2-2-17 _»24-2960 

^ウ都市企画 

町 2-3-13 _»28*2566 

降•バンバ 

^埼印 2-3-3 _ «24-5800 

コミ: U ティ•ストァはなむら 

，崎町 2-3-9 _»22-2491 

>ーロール焼きたて立) II 店 

p 崎町 2-4-15 _〇27-9473 

京大飯店 

町 2-4-1 9 022-6393 

ら： なゃ 

^餳町 2-4-22 一 O 2 S -6980 

fi 中里美堂薬局 

|^«©2-5-3 022-3913 

\m jii 園 

荣螬町 2-5-6 O 26-2035 






新しいさくら銀行の通帳&カード 



冬 さくら銀行 

一 liifrE T,9 ° 聚»®立川* t5 _ eT2*^ii 

U 川ヌ TEL ( 0425 > 22-2151 




一 ，梦觀 

1此^ズ_111,800円(高 S 

焼懊料金 

1枚4,300円(高級台紙入 0) 

St_i 關 

柴崎町2丁目中央公民館向い 

027 — 0269 


caf 6 コ □ 

ラド 

柴皓® 2-5-8 

»26-2285 

スタジオ269 

柴眙印 2-8 

027-02 明 

東陶 

房 

柴崎印 2-9 

025-0079 

ロッテリア m 睛□店 

柴呤把 3-1-3 

022-3928 

笠并紙 

店 

柴綺® 3-13-24 

^22-8601 

矢沢歯 

科 

柴 IWJ 3-16-2 

025-6600 

瞿费 烹紀ノ 

〖川 

I 類町 3-4-3 

025-5825 

■ラ •フィ 

ネ 

■ 練町 3-5-2 

025-2179 

■ヨシダ黄金属店 

町 3-5-4 

022-2448 

東京相和銀行立 ill 支店 

柴治团 3-6-17 

街 2-2171 

オリオン窖房 

荣 3-6-27 

節，3111 

あさひ銀行立川支店 

紫矜赶 3-6-29 

»22-4161 

イスパニスタ 

荣玲印 3-6-3 

»22-2969 

入船寿 

司 

柴椅町 3-6-32 

022-2474 

サンカメ 

ラ 

柴崎町 3-7-22 

»22-3336 


|表紙は 

まいあ 一と 
油絵 

TOJLANGERIEj 

by 两并雅逋 

pea 

る 


フランスの 
美術学校エコ 
丨ル•デ•ボ 
ザ—ルで、2 
年問絵の勉強 
をしたとい 

简并さんの今回の作品|±，今年の 
WILL 50 入展に出品された作 " OP 
と 同じ構 W のもの。 ユトリロ も描 
いた t いうモンマルトルの有名な 
パン屋さんがヶおつゆ描き* t い 
う手法で水杉風に la かれている。 

「絵は tr 体を平而にしていく作楽 
が•向白い。キャンパスの中では絵 
かきは神樣だから」という Is 并さ 
んは、今自宅の典に小さな木造の 
ギヤラリ—をつくつている"「2啭 
はアトリエにしょうと思つている 
んです J t なかを案内してくれた众 
「总いでやれば，すぐに終わって 
しまうんですけどね」という莳并 
さん6生活の中のひとつひとつを 
楽しみながらしていくアソビ © 覚〇 

心のギアソビ《ゆとり r が制り出 
す t のなのか tL れない。 


□に：！： に高くなる W 空の下 • 
少々バチ 5\ 味だった体阑も间 ml 
てくる ^ 。だんだんと短くなる n 
差しの淋しさと51き换えに•秋の 
夜 fi にはあれもしたい、これもし 
たいとの來しみも - 
R 如苑では今 n も*さまのお越 
じをお侍ちしております。 

■2: 時 10 月 19=1(±) 

2 時〜 4 時 

■ 卸本尊、真如 If 物館をはじめと 

して映両など盛りだくさんの用 S 

がしてございます * 

■ お申 1 込みは「えくてびあん • 

コンパ -1 オン」{本誌を手渡してく 

れた人 > へ， 


小达では『斬 • 》 沢のす、め』 
を幾 ^ か揭败してきた9コ — ヒ I 
( 3 HS 5、 ラィカ { 4 月^ , 力 
クテル < 6月号)などの屮に潜む 
「 •K 沢性」を兄てきたが、今 n の 
n 内洋介さんの『八ヶ岳俱楽部 j 
は桁ちがいで，庶 E がオィ y レと 
f を出せる Ht 羿ではない♦ではな 
いが，その贅沢性という点では， 
他の世界と何 VT« わる t ころがな 
いように思う*それにしてもスケ 
I ルが大きい。なにしろ膨大な面 
« の林の屮に家を * て、それをク 
ラブハウスに仕立てよラという寸 
法であるだが、ここまではよく 
W 1 く話ではないか*なにがしかの 
資金と、その iil に精通している人 
がよく考えることだ。出来るとこ 
ろは全部♦自分の手を汚してこし 
4えてゆこうという，実限にそラ 
して II • るとこ ^ がユ - ーーク A の - 1 r 
ある。家は大 X さんが建てるもの 
という既成慨念を見事に ff ち砕い 
てしまつた ♦ 食べ物屋は食品の 
「在りか J を明確にしていつた方 
がいいのではないかと竹内さんは 
云つた - 蘅荚甩なら * 交の突を， 
何処で， # が，どのよラにこしら 
えて来たのか • 0分でも確かめた 
いし • お ? 5:さんにも納得していた 
だきたいと、竹内さんは W け加え 
た。それを W 1 いているうちに ，| 
S の果報者はご当人白身ではない 
かと芄がつく。ただ、独りで守を 
塗りつづける孤独愛好家でなけれ 
ば，これは » まるまい令«茭畑に 
なだれし空やえくてびあん 

is :;< i 田*界年田影 I 十杉軔己十林履史 
n 川 if 名/?. KII 班并正仏« 7 田艚| 

山田患子松本わかこ 
一至〕天 ”*« 板 • I明并上II洛 

スタジ n.2 6 94*t •蜂五来#平 


遇木になると決まつて W こえて 

くる眼やかな笛や太鼓の音•そし 

て笑い声。 

綿町 61 目にぁる公会堂で毎通 

土阳口に行われている立川鄉哦子 

迚の f # 十 l : J 。 お¢1子の来 sf を fl : し 
ているのは近くに tt んでいる二十 
« liij の1¥年たち。 

40 年近い歴史をもっている錦町 
の祭！ S 子。子供ばやしが出来たの 
は•立川铭噍子連会長の石川利彦 
さんが小学生の頃だっ たという。 

現在•立) II 錦 wy 連で指導にぁた 

-> ているのは、^時の子供ばやし 
をしていたメンバー。 

練習も かしこまって 習うのでは 
なく，とてもリラックスした和や 
かな 5: Hft ですすんで いく* 

径い音のする乎べったい太鼓が 

二つ並んだ♦つけ•や低い音のす 

る*おうかん， t いう太鼓* •とん 

び*と呼ばれる笛、そして*よす 

け<といラ証。ユ-1丨クな名前の 

ついたお哦チの來器を思いおもい 

に教えてもらいながら«占する。 

その兗捃は光生と生徒というより 

も«のはなれた先*と後輩といつ 

た*じだろうか* 

I 人が笛を吹きはじめると、そ 

れに合わせて太鼓が人り、- ilL が合 

いの手を入れるようにはいる。 

「仁羽』1早 j 『舁殺.，といったお 

哦子の曲がはじまり•次第1;力が 

入<1ていく。『仁羽 j はお祭りの時 

に llJ $ o うえで演奏されているの 

をよく耳にする。隘氕で賑やかな 

曲だ，リズムを钊む人鈇の含を縫 

うように笛が入り、他の楽 S の間 

をはかりながら鉦を叩く P 一 51 簡 

电 そうに 見える鉦の，よす け~ は 

か四助べつまり他の楽器をたすけ 

るという意味があるという U ど技 


1 ijiv . 


cr I 

嫌 


に奥が深い 

優勝を果たした今年の來京都祭 

咪子コンク — ルでは、規定の5分 

問でどれだけ技術を見せることが 

出来るかが S 査の対象になつた " 

めりはりの ある お ^ .-を 5 分とい 

う限られた時問の中で演#しなけ 

ればならない。「迫力を出すょうに 

他のところの太鈇のたたき方の良 

いところは取り入れて」お嘸子を 

姐み立てる * その都度•改良され 

伝ぇられていくお Ql-f が、年を追 

う苺に少しずつ技術レべルをあげ 

て今年の ® 勝につながった。 

「お哦子に生活の半分をつぎこ 

んでいた」という石川さんたちが 
小学生の頃は • 「お%子で一番にな 
々たい j t 昭 ft や八王7 - など、近 
« でおこなわれるお祭りは自転 * 
で全部まわった。笛とばちだけも 
つて山車のところまでいつて、「お 
じさん、やらせて」と傾んで山单 

のうぇ1 : あげても . らう。今で tn 

ンクールなどで当時知〇合った人 
たちと顔をあわせることが*ると 
いう。各地で行われる郷土菸能の 
もょうしもので演赛をするなど、 
その頃には実力が高く評愐されて 

大阪で m 惟された万国博 K 会から 

も出演の依傾を受けた • 

「どれだけ人をひ S つけられる 

か」でお哦子の評価は決まる•楽 

器どうしが邪魔しあわずに"しか 

も赈やかに"これが逆になつてし 

まうと^うるさいだけということ 

になる。お祭りの t きなどいいお 


嘟子の山牢のまわりには人垣がで 

きる。山車と山¥が向かい合つて、 

お瓦い 1 :自分たちの演#の抆術を 

尽くして妓う*せり*では，相手 

のお啪にのまれてしまわないょ 

うにする◊普は一時間くらい演赛 

したこ t もある t いう。技術だけ 

ではない， Jfe 屮力と体力も必要と 

される。今年の親 06 祭りでも氣迫 

のこもつた演#をする •>>: 川錦琏 

子連の姿を兄ることが出来た。 

「ブラィドがあ.るから。つねに 

自分たちが一番だという SI 持ちで 
出ていかないと。見せる is 子なら 
いいけれど、やつばり«子はノル 
もんだから j t 石川さんはいう。 

お啪子の"ノリ*が見ている人た 
ちへと伝わつて、お祭りを盛りあ 
げていく ◊そこにお嘸子の魄脚味 

があるのだろう。 

びったりと总の合つた演奏は時 
間をかけてつくられていく。向じ 
土地で宵ち、はぐくまれた人たち 
のチ—ムヮークが絶妙の問をつく 
りだす。「今の子供たちは,&执きも 

かねてきているんじやないかな」 

「昔は®なんてなかつたからね」 

ともいう，人と人とのつながりが 

脔れていく t きに•お|»子の音は 

£かみをおびて耳に饗いてくる • 

立川錦 lal - f 連のもつている〃その 

上池の音，は世 ft を越えて受け継 

がれてきている • 



空 i の中の火の色は黄色から h 色に近く、もうじきに -f 
定の温度に itL ようとしています。#通火の色は赤いと 
いう感じをィメージするのですが • 陶芸の炉内は、千三 
&* 度近くともなれば、白色に見えてくるのは » きです " 
明日 (; なれば窯も冷めて • 作品は父親の待つ立川の美 m 
サロンへ持ち込むわけで、 & を S くして侍っていること 
でしよう ** 

W 芸の道に入った理由は特に、これといった理由もな 
く、父親に「陶芸をいっしよにやつてくれないか J と、 

一 S われて入ったわけで当時は紊盘な子どもだったように 
思えますが，それが大学への受験： n の当日•受験をやめ 
て「や〇てくれ J と Q うのは、一 WC う親も親ならそれに従 
う子も子であると、今は思い出 1 ても笑って 1 まうこと 
があり、あの H が人生を変えて li ったのか，それが 31 
命だったのか•不思 5S に思えます。•••陶芸を職粢にし 
て食べていくことは大变なことだとは忍っていましたが， 
いざ入ってみるとチ S 以上に大変なことだと' 昔も今も 
思います=まず、作£にするとい*フことは基本からはじ 
まり経験をくり返し«み®ねそれを自分の感覚で® W し， 
創作するわけでここが： S 苦慮する t ころなのです。他 
人の作品の K 倣で終るのではなく、自分らしさを表現し 
たものにするわけで、ちようど技術と S 件が ffl い位 K で 
ドッキングした時、大作が生まれるのです。 

i 8近、今の自分の作品の方向が、大きく変化 I ている 
ことを自分 B 身も惑じ61、人からもよく e われます " 
それはたぶん， tt 術的な部分より « 性へのこだわりを .* 
視し始めたことが作品に現れてきたのではないでしよう 
か。技術的なことが饮1度になる荆には、兄る人の心に深 
く沁み込むような tt 力ある作品になつていかないという 
のはどうしてなのか作者が、手先の技巧や • 表 ES な形 
式ばかりにとらわれて ' 何を M 芸によつて表现しようか 



一という意図が明確でない t 兄る人 1 :強い力をもつてうつ 

一たえかけることはできないとか、作者が広い意味での「思 
想 j をもたなければ、いくら巧みな技術をもつてしても、 
一逆に抉術が巧妙であればあるほど•かえって空疎なもの 
に終つてしまうのはなぜだろう•なんて考えることが» 

|近多くなつてきたようです** 

こんなことを考えるようになつた昨今、忘れられない 
出来亊が数年前にあったことを思い出します。それは、 

一 R 本伝統工芸嵌に人選出 S した時のことです。今は亡く 
一なりましたが•当時、來京芸大の学長でもあり • 电要無 
j 形文化財 <人問： 3 { 5 でもあった、青梅の|»本能 ifi 先牛 
に、展示会場で私の作品を兒てもらい、このようなこと 

|を 5 われま L / J % r «の作£ I は : ft 掛かっているようだ 

一し、技術：£にも新しい技法を取り入れたバランスのとれ 

た作品のようだね。でも、そのバランスのとれた作品 t 

いうのが•••。規則正しく KS されたバランスのとれ 

たデザィンの作品もいいが，余白も*り，アンバランス 

で不规則な、多少物足りない作品らいいよ。アンパラン 

スの英つてことかな」と。•••その時 U 本当に強く打ち 

のめされたような感じが Li した。今でもはつきり覚え 

I ています。それが、必ず I も®性と結びつくかどうかは 

わかりませんが•その頃の私は枝術的にハィレベルで、 

手を掛けるだけかけて、正確に•几帳 lia に作業すること 

が 1 ¢いことだと思つていたのでしよう" 

作 PV1 •一十年目にして，伝铳的な技術に支えられた陶芸 

を新鮮な現代®覚の中で，私流に味わいのある魅力的な 

|怍品にすることは、たくさんの人と出会い、いろいろな 

ものを目にして経联をつむことで完成されていくわけで、 

窕の中の火の色のように•私自身も燃えて、今後も内な 

一る部分を語れる作品にチヤレンジできるように努力した 

I いと思います。 


柴畸町 若葉町 
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絵•文中西章(若菜町) 



【エンマコオロギ】 

Si 翅&コオロギ科 

大型の コオロギ で、そのさえずる よう i 
声の故に、 g から愛されて来た。明るい草 
原が好きで、€^の畑、庭の芝生などに妓蓮 
にいるが、特にの i に多い。で 
冬ナ VS した卵は、5月®:§虫になり、¥他 
の昆虫—ベて、®®でくらす。 8 nr ^ 旬頃 
成虫になり、鳴き始める。なわばりの「本鳴 
き/メスを 呼ぶやさしい「さそい鳴き」、 オス 
同士の鋭い声の「けんか鳴き」、と三通りの鳴 
き 方をする。 11 月ので、牛： を 終ろうとす 
る、かぼそい鳴^^をきくと、ひとしおうら 
悲しさ^®じる。 















